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研
究
発
蓑
要
旨

北
海
道
に
お
け
る
日
本
ナ
ザ
レ
ソ
教
団
の

教
会
建
築
に
つ
い
て
（
そ
の
二
）

　
　
　
聞
事
（
立
海
）
形
態
に
つ
い
て
の
考
察

一
　
は
じ
め
に

千
　
里
　
政
　
文

　
本
稿
は
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
教
会
建
築
の

形
態
に
視
点
を
お
き
、
北
海
道
の
一
教
派
に
お
け
る
立
面
形
態
の

変
遷
に
つ
い
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
一
教
派
で
あ
る
日
本

ナ
ザ
レ
ン
教
縫
の
北
海
道
に
現
存
す
る
κ
棟
を
対
象
と
し
て
、
そ

の
特
徴
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
す
る
。

二
　
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
北
海
道
伝
道

　
明
治
就
十
八
年
に
「
キ
リ
ス
ト
の
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
」
が
踏
木

に
お
い
て
伝
道
を
開
始
し
た
が
、
明
治
四
十
一
年
嗣
教
会
が
ナ
ザ

レ
ン
教
会
と
合
同
し
た
事
が
、
日
本
に
お
け
る
ナ
ザ
レ
ン
教
会
の

最
初
の
伝
道
活
動
と
な
っ
た
．

　
北
海
道
に
お
け
る
伝
道
は
、
昭
和
二
十
一
年
当
時
、
札
幌
市
内

の
申
島
公
園
二
郷
に
在
住
し
て
い
た
G
H
Q
の
少
佐
で
あ
る
メ
ー

ジ
ャ
ー
・
シ
ョ
ウ
夫
妻
に
よ
る
a
曜
学
校
の
、
活
動
か
ら
ぱ
じ
ま
り
、

来
潤
し
た
パ
ワ
ー
ズ
監
督
が
ナ
ザ
レ
ン
教
団
木
部
と
話
合
い
、
昭

和
．
一
十
四
年
に
北
海
道
に
お
け
る
最
初
の
ナ
ザ
レ
ソ
教
会
が
札
幌

市
に
設
立
さ
れ
た
。
当
時
の
G
H
Q
米
軍
人
及
び
そ
の
家
族
は
、

日
本
人
と
交
わ
る
事
を
許
可
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
夫
妻
は
あ

え
て
伝
道
を
開
始
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三
　
北
海
道
内
の
五
教
会
と
教
会
設
立

〈
札
幌
教
会
の
設
立
〉
　
札
幌
教
会
の
設
立
は
メ
ー
ジ
ャ
ー
・
シ

ョ
ウ
夫
妻
の
努
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
く
、
当
時
日
曜
学
校
の

子
供
達
の
人
数
は
二
百
人
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
、
来
臨
し
た
パ

ワ
ー
ズ
監
督
が
醸
曜
学
校
の
働
き
を
昆
て
覆
久
的
な
教
会
に
す
る

た
め
、
教
樹
本
部
は
別
府
教
会
の
大
江
信
牧
師
、
当
教
会
の
初
期

牧
師
に
任
命
し
同
二
十
闘
年
に
赴
托
し
た
。
ま
た
設
立
に
つ
い
て

は
筋
記
と
す
る
。

〈
上
芦
別
教
会
の
設
立
〉
　
昭
和
二
十
四
年
、
札
幌
教
会
に
赴
任

し
た
牧
師
は
、
直
方
市
の
教
会
負
で
あ
る
工
藤
配
子
一
家
が
上
芦
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別
に
聖
岳
し
て
い
る
こ
と
を
愕
き
、
箇
年
の
二
十
五
年
か
ら
札
幌

教
会
牧
師
と
上
芦
別
の
一
家
と
の
問
に
交
流
が
行
わ
れ
、
上
芦
別

に
お
け
る
伝
道
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
最
初
は
工
藤
宅
に
お
い

て
月
に
一
度
家
庭
集
会
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、
三
菱
炭
坑
の
幼
稚

園
の
先
生
達
や
多
く
の
人
が
加
わ
る
よ
う
に
な
り
、
集
会
所
を
一
．
一

菱
炭
坑
の
幼
稚
園
に
移
し
伝
道
が
行
わ
、
れ
た
。
岡
二
十
七
年
に
は

会
堂
及
び
牧
師
館
が
建
て
ら
れ
同
教
会
の
設
立
と
な
っ
た
。

　
当
時
上
芦
別
の
町
は
炭
坑
が
活
発
な
時
期
に
あ
り
、
そ
の
人
口

は
約
六
万
五
千
入
に
上
り
、
平
成
二
年
現
在
で
は
炭
坑
の
閉
山
な

ど
に
よ
り
二
万
五
千
人
と
な
っ
た
が
、
急
激
な
人
口
減
を
考
え
て

も
当
時
に
お
い
て
は
、
縁
道
が
活
…
発
に
進
め
ら
れ
て
い
た
事
が
う

か
が
え
よ
う
。

〈
弟
子
屈
教
会
の
設
立
V
　
当
教
会
に
お
い
て
も
上
芦
別
教
会
同

様
、
昭
和
二
十
五
年
札
幌
教
会
の
大
江
牧
師
が
、
京
榔
の
喜
田
川
牧

師
よ
り
、
弟
子
楓
に
神
学
校
を
卒
業
し
た
輩
下
夫
妻
が
い
る
と
聞

き
、
弟
子
属
を
訪
閣
し
た
事
が
伝
道
の
始
ま
り
と
な
り
、
岡
二
t
七

年
に
は
弟
子
屈
に
会
堂
が
建
て
ら
れ
間
教
会
の
設
立
と
な
っ
た
。

〈
旭
川
・
室
蘭
教
会
の
設
立
〉
　
旭
川
の
伝
道
は
昭
和
“
．
一
十
四
年

頃
始
め
ら
れ
、
会
堂
が
岡
三
十
四
年
に
建
て
ら
れ
同
教
会
と
し
て

設
立
し
た
。
伝
道
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
旭
川
布
の
前
野
常
長
時

代
に
ナ
ザ
レ
ソ
教
会
あ
て
に
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
…
ル
を
誘
致
し

た
い
と
の
要
望
が
あ
り
、
そ
こ
で
宣
教
師
を
来
旭
さ
せ
た
が
誘
致

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
事
を
き
っ
か
け
と
し
て

旭
川
で
の
伝
道
が
閉
始
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
が
、
そ
の
過
程

の
詳
細
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　
室
薩
の
伝
道
開
始
時
期
は
同
四
十
四
年
頃
で
、
当
時
上
芦
別
教

会
出
身
の
金
子
夫
妻
（
当
時
札
幌
教
会
に
籍
…
を
お
く
）
が
室
蘭
に

住
屠
を
移
し
て
お
り
、
夫
妻
の
働
ぎ
が
伝
道
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
伺
四
十
五
年
に
は
、
会
堂
が
建
て

ら
れ
窒
蘭
教
会
の
設
立
と
な
っ
た
。

四
　
北
海
道
内
の
五
教
会
と
教
会
建
築
（
表
1
1
）

〈
札
幌
教
会
V
　
初
期
会
堂
は
木
造
平
家
一
部
二
階
建
、
切
妻
屋

根
で
、
妻
側
が
蕉
面
と
な
り
、
正
、
顧
の
中
央
に
は
独
立
塔
が
あ
り
、

壁
面
形
は
長
方
形
上
部
に
皿
角
形
の
付
い
た
形
で
、
塔
を
中
心
に

左
右
対
称
と
な
っ
て
い
る
。

　
現
会
堂
に
つ
い
て
は
木
造
平
家
一
部
二
階
建
で
は
あ
る
が
、
妻

側
に
あ
る
班
澗
か
ら
は
、
切
妻
の
屋
根
が
見
え
な
い
様
に
な
っ
て

い
て
、
雛
爾
形
も
台
形
と
な
り
、
塔
が
無
く
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
こ
の
こ
棟
の
建
築
過
程
を
述
べ
る
と
、
初
期
会
堂
は
、
昭

和
二
十
五
年
に
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
事
情
に
よ
り
同
二
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十
六
年
に
延
期
さ
れ
、
同
年
に
起
き
た
朝
鮮
動
瀧
に
よ
っ
て
建
築

資
材
額
が
二
倍
と
な
り
、
建
築
規
摸
を
癩
初
の
半
分
に
縮
小
せ
ざ

る
を
え
な
く
な
っ
た
。

閲
湘
十
六
年
に
は
、
教
会
創
立
瓢
十
周
年
記
念
行
事
と
し
て
、

教
会
学
校
な
ど
の
六
教
室
が
諾
了
の
薦
、
簡
部
分
に
増
築
さ
れ
、
現

会
堂
と
な
っ
た
。

〈
上
葺
別
教
会
〉
　
初
期
会
堂
は
木
造
…
平
家
建
切
妻
臆
根
で
、
妻

側
が
蕉
薇
と
な
り
、
正
面
中
央
に
は
独
立
塔
（
ポ
ー
チ
上
か
ら
）

が
あ
り
、
壁
船
形
は
長
方
形
上
郷
に
三
角
形
の
付
い
た
形
で
、
塔

を
中
心
に
左
右
舛
称
と
な
っ
て
い
た
い
ま
た
、
ポ
ー
チ
壁
醐
に
は

琵
方
形
上
部
に
ア
ー
チ
の
付
い
た
馴
部
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

現
会
堂
に
つ
い
て
は
木
造
二
階
建
、
片
流
屋
根
の
建
物
で
、
角

地
で
あ
っ
た
た
め
隅
切
り
さ
れ
た
部
分
が
正
訓
と
な
り
、
正
面
か

ら
は
片
流
の
屋
根
が
見
え
な
く
、
壁
瀕
影
は
長
方
形
上
部
に
三
角

形
の
付
い
た
形
で
、
壁
面
に
は
縦
に
長
い
長
方
形
上
部
に
ア
ー
チ

の
付
い
た
凹
部
を
付
け
て
い
る
が
、
塔
は
無
い
。

　
次
に
こ
の
二
棟
の
建
築
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
。
昭
和
二
十
五

年
轟
時
、
北
海
道
に
駐
屯
し
て
い
た
米
閣
オ
ク
ラ
ホ
畔
、
州
の
兵
数

名
が
札
幌
教
会
に
出
席
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
オ
ク
ラ
ホ
ヴ
、
第
一

教
会
で
は
、
毎
年
オ
ク
ラ
ホ
マ
市
の
内
外
に
新
し
い
教
会
を
建
て

る
事
と
な
っ
て
い
た
が
、
建
築
資
ハ
金
の
大
部
分
を
上
芦
別
教
会
初

一　3L？　一



期
会
堂
の
建
築
費
用
に
あ
て
る
事
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
ヒ
年
に

は
三
菱
炭
坑
の
社
員
が
設
計
に
関
与
し
な
が
ら
進
め
ら
れ
、

の
会
社
と
交
渉
し
、
会
堂
の
た
め
の
敷
地
を
購
入
、
同
会
社
営
繕

課
（
建
築
課
）
の
白
石
氏
の
努
力
に
よ
っ
て
、
関
連
会
社
に
よ
る

工
事
が
行
わ
れ
、
初
期
会
堂
が
建
て
ら
れ
た
。

　
昭
和
三
十
三
年
に
は
、
会
堂
に
付
属
し
て
い
る
牧
師
館
部
分
の

増
築
が
行
わ
れ
た
が
、
建
物
の
老
朽
化
や
会
堂
機
能
の
低
下
な
ど

が
生
じ
て
問
題
と
な
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
建
築
資
金
と
し
て
初
期
会
堂
と
土
地
を
売
却
し
、
伝

道
の
発
展
を
目
指
し
て
上
芦
別
町
の
駅
前
角
地
の
呉
服
屋
を
購
入

し
た
。
北
海
道
東
海
大
学
教
授
川
島
洋
一
・
筆
者
の
設
計
に
よ
り

建
物
内
・
外
翻
と
も
に
増
改
築
を
行
い
、
平
成
二
年
か
ら
現
会
堂

で
伝
道
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

〈
弟
子
屈
教
会
〉
　
初
期
会
堂
は
木
造
平
象
一
部
二
階
建
、
切
妻

屋
根
で
、
平
側
が
正
調
と
な
り
、
正
面
の
右
端
に
は
独
立
塔
が
あ

り
、
壁
面
形
は
長
方
形
で
あ
っ
た
。

　
ま
た
初
期
会
堂
正
面
に
増
築
さ
れ
た
前
会
堂
は
木
造
平
家
一
部

二
階
建
切
妻
屋
根
で
、
妻
側
が
正
面
と
な
り
、
正
面
の
中
央
の
屋

根
上
部
に
塔
が
付
け
ら
れ
、
正
面
壁
面
中
央
に
縦
方
行
に
凸
都
を

付
け
、
壁
面
の
一
部
が
独
立
塔
の
様
に
見
え
る
。
壁
面
形
は
長
方

形
上
部
に
三
角
形
の
付
い
た
形
で
、
塔
的
な
部
分
を
中
心
に
左
右

対
称
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
現
会
堂
に
つ
い
て
は
、
前
会
堂
の
壁
爾
を
外
壁
材
料
で
あ

る
サ
イ
デ
ン
グ
（
新
建
材
）
で
覆
っ
た
だ
け
で
あ
り
、
基
本
的
な

砂
面
形
態
は
前
会
堂
と
変
わ
っ
て
は
い
な
い
と
言
え
る
。

　
次
に
こ
の
二
つ
の
建
築
過
程
を
述
べ
る
と
、
初
期
会
堂
は
、
墨

初
の
計
画
に
お
い
て
弟
子
屈
の
施
設
で
あ
る
青
年
会
館
の
購
入
を

考
え
て
い
た
が
、
地
方
自
治
法
に
よ
り
教
会
施
設
と
し
て
は
許
可

が
お
り
ず
、
寺
の
土
地
内
の
建
物
を
購
入
（
木
材
関
係
岩
の
所
有

物
）
し
た
。
し
か
し
寺
の
反
対
に
あ
い
、
再
度
別
の
土
地
を
購
入

し
、
そ
の
建
物
を
売
却
し
て
、
代
わ
り
に
建
築
材
料
で
返
済
し
て

も
ら
い
、
初
期
会
堂
の
材
料
に
使
わ
れ
、
昭
和
二
十
ヒ
年
に
当
会

堂
（
現
在
の
牧
師
館
部
分
）
が
造
ら
れ
た
。
こ
の
工
事
は
、
初
代

牧
師
の
中
出
清
氏
に
よ
る
と
、
当
時
の
臼
本
基
督
教
関
釧
路
教
会

会
堂
を
見
学
し
て
顯
会
堂
建
築
の
際
に
参
考
と
し
、
弟
子
屈
の
宮

下
大
工
や
家
庭
集
会
に
出
席
し
て
い
た
会
員
な
ど
に
よ
っ
て
行
わ

れ
た
。

　
昭
和
四
十
年
に
増
築
さ
れ
た
前
会
堂
の
建
築
過
程
に
つ
い
て

は
、
信
徒
数
が
増
え
る
に
従
い
礼
拝
室
や
集
会
室
が
狭
く
な
っ
た

事
が
主
な
理
由
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
そ
の
設
計
な
ど
の
詳
細
に

つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。

　
ま
た
昭
和
六
十
三
年
に
は
新
牧
師
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
、
寒
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さ
澱
策
や
建
物
の
老
朽
化
か
ら
会
堂
の
外
鑛
を
修
繕
し
、
現
会
霊

の
外
観
と
な
り
今
昌
に
至
っ
て
い
る
。

〈
旭
川
教
会
V
　
初
期
会
砲
は
木
造
平
家
滋
…
一
一
階
建
切
妻
屋
根

で
、
角
地
で
あ
っ
た
た
め
鵬
切
さ
れ
た
護
分
が
慨
、
面
と
な
り
、
そ

の
中
央
の
命
根
上
部
に
塔
が
付
け
ら
れ
、
壁
而
に
は
縦
に
長
い
長

方
形
上
韻
に
尖
顕
ア
ー
チ
の
付
い
た
凸
測
を
設
け
た
事
に
よ
っ

て
、
醗
晦
の
．
讃
が
独
立
塔
の
様
に
見
え
る
。
壁
画
の
形
は
長
方

形
上
郡
に
。
．
角
形
の
付
い
た
形
で
、
塔
を
中
心
に
左
右
対
称
と
な

っ
て
い
る
．

　
現
会
常
に
つ
い
て
は
鉄
誇
コ
ン
ク
リ
；
ト
造
．
．
階
建
陵
屋
根
の

建
物
で
、
秦
側
が
．
配
面
と
な
っ
て
い
て
、
そ
の
歴
瞬
形
は
陸
星
根

の
た
め
構
、
に
長
い
．
長
方
形
と
駆
り
、
塔
も
無
く
、
初
期
△
．
一
堂
と
は

異
な
っ
た
配
翻
形
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
次
に
こ
の
㎝
．
棟
の
建
築
遍
繰
を
述
べ
る
と
、
初
期
会
堂
は
、
昭

和
一
、
一
＾
四
年
に
市
民
運
動
に
よ
っ
て
、
エ
ギ
が
中
止
と
な
っ
た
自

動
弔
工
場
を
買
い
取
り
、
会
堂
建
築
に
変
更
し
て
造
ら
れ
た
、
ま

た
、
碓
伸
物
の
老
薪
一
化
に
よ
り
、
昭
和
、
瓦
一
八
年
に
は
現
会
堂
に
建

て
壕
口
え
ら
れ
た
Q

〈
窒
扇
敦
会
〉
　
会
堂
は
本
造
平
家
罵
　
…
二
箸
建
片
流
下
噛
付
き

の
屋
根
で
、
路
側
が
．
配
面
と
な
り
、
塔
叛
ど
は
無
く
、
弊
卜
∵
顛
形
は

L
∵
塑
を
立
ち
上
げ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
以
．
上
、
本
偏
で
述
べ
た
教
会
の
正
．
面
形
を
円
一
1
に
示
し
、
「
方

向
牲
、
壁
爵
形
、
塔
の
形
、
バ
ラ
ン
ス
し
の
臨
つ
の
要
素
か
ら
、

各
教
へ
｛
に
鮎
け
る
崔
、
面
形
鏑
の
判
係
に
つ
い
て
考
寮
を
行
う
。

　
こ
れ
ら
の
形
に
着
下
す
る
と
次
の
皿
つ
の
門
係
に
分
け
る
車
ザ
が

し
　
　
に
　
　
ユ
サ

で
き
塔

①
各
線
棄
が
類
似
し
て
い
る
会
叩

く
門
要
素
類
似
形
∀
　
弟
予
雛
教
人
．
融
の
前
・
現
氏
、
一
堂
、
長
亀
・
上

芦
別
・
教
ム
．
一
の
初
期
会
堂
は
、
坊
墜
、
滞
留
で
．
．
．
、
網
が
…
正
面
で
蕉
面

の
熟
懇
に
は
塔
が
あ
り
、
嶽
一
．
翻
形
は
．
戯
方
形
卜
、
部
に
．
．
∵
鳩
形
の
付

い
た
形
を
し
て
い
て
、
塔
を
中
心
に
左
省
心
情
と
な
っ
て
い
る
な

正
面
（
立
面
）
形
態
に
つ
い
て
の
鳶
察
（
図
一
1
）

　
建
築
過
程
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
十
．
瓦
器
当
時
に
建
て
ら
れ
た

他
の
教
会
で
、
室
蘭
教
会
の
．
了
疋
し
て
い
た
建
築
規
．
模
と
ほ
．
ほ
司

じ
と
思
わ
．
れ
た
会
堂
の
設
計
を
基
木
に
し
て
、
宝
．
鵜
教
会
の
会
堂

が
建
て
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
建
築
に
撮
即
し
て
い
た
金
子
氏
（
籔
人
．
憲
貝
）
に
よ
る
と
、

日
本
ホ
…
リ
ネ
ス
致
隅
札
幌
教
会
に
類
似
さ
せ
た
と
の
事
で
あ

り
．
、
保
存
瀞
、
e
れ
て
い
た
．
…
榛
の
図
ほ
醐
で
も
こ
の
点
に
．
つ
い
．
て
は
明

ら
か
で
あ
る
。
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ど
、
正
蕊
形
の
四
つ
の
要
素
が
類
似
し
て
い
る
。
特
に
塔
の
形
に

つ
い
て
は
、
札
幌
の
会
堂
や
上
芦
別
の
会
意
で
は
独
立
塔
を
付
設

す
る
事
に
よ
り
上
昇
性
を
強
調
し
、
他
の
会
堂
に
お
い
て
ば
独
立

塔
は
無
い
も
の
の
、
建
物
上
部
に
塔
を
付
け
て
上
昇
性
を
表
し
て

い
る
。

　
す
な
わ
ち
こ
れ
ら
の
凶
棟
の
会
堂
疋
而
形
は
同
じ
で
あ
る
事
が

明
1
5
か
に
な
っ
た
。
こ
の
事
は
、
札
幌
の
初
期
会
堂
が
建
築
年
代

で
も
最
も
古
く
、
札
幌
教
会
初
期
会
堂
の
雲
海
パ
タ
ー
ン
が
、
他

の
教
会
に
も
．
踏
襲
さ
れ
て
い
る
た
め
薫
じ
望
洋
形
に
な
っ
た
も
の

と
考
え
ら
れ
、
四
つ
の
要
素
が
類
似
し
た
と
思
わ
れ
る
。

〈
囲
要
素
変
．
形
型
〉
　
上
芦
別
の
現
会
堂
は
、
既
存
の
建
築
を
増

改
築
し
て
い
る
事
や
、
角
地
に
建
物
が
府
る
点
な
ど
か
ら
、
旭
捕

の
初
期
会
堂
と
似
た
建
築
条
件
で
造
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
圧
而
の
要
素
は
、
隅
切
り
さ
れ
た
部
分
が
正
面
で
、
塞

薦
形
は
長
方
形
上
部
に
慌
角
形
の
付
い
た
形
を
し
て
お
り
、
旭

川
・
上
芦
別
初
期
会
堂
…
旺
細
形
の
要
素
と
類
似
し
て
い
る
点
が
あ

る
が
、
塔
は
信
い
て
い
な
い
。
し
か
し
壁
面
に
縦
に
長
い
長
方
形

上
部
に
ア
ー
チ
の
付
い
た
凸
部
を
設
け
る
事
に
よ
っ
て
、
壁
爾
を

塔
の
．
様
に
口
兄
せ
て
い
る
。

　
す
な
わ
ち
、
旭
川
・
上
芦
別
教
会
初
期
会
堂
の
壁
面
や
ポ
ー
チ

壁
面
都
分
に
あ
る
凸
凹
部
の
形
を
意
馴
的
に
踏
襲
し
た
形
で
あ

り
、
当
会
堂
に
お
い
て
は
、
旭
川
・
上
芦
別
教
会
初
期
の
影
響
を

受
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
変
形
型
と
書
え
る
。

②
塔
の
無
い
会
堂

　
弟
予
屈
教
会
の
初
期
会
堂
、
室
蘭
・
札
幌
・
旭
川
教
会
の
現
会

堂
は
、
壁
而
の
形
は
長
方
形
上
部
に
黛
角
形
は
無
く
、
塔
も
付
い

て
い
蕉
・
い
な
ど
、
点
播
の
初
期
会
堂
正
藤
形
態
と
は
異
な
っ
て
い

る
事
が
わ
か
る
。

　
弟
子
屈
の
初
…
期
会
堂
に
齢
い
て
は
、
弟
予
耕
に
近
い
羅
本
基
督

教
団
釧
路
教
会
の
会
堂
を
参
鷺
、
と
し
た
が
、
こ
の
会
堂
は
礼
拝
室

や
集
会
の
た
め
の
ス
ベ
…
ス
が
狭
く
、
会
堂
と
嘗
う
よ
り
も
牧
師

宅
の
善
言
に
独
立
塔
を
付
け
た
建
物
で
あ
る
。

　
室
蘭
の
現
会
掌
に
つ
い
て
は
、
壁
面
形
が
魂
幌
の
日
本
ホ
ー
リ

ネ
ス
教
縄
の
会
堂
と
崔
函
の
四
つ
の
要
索
が
同
｝
で
あ
り
、
他
教

派
で
あ
る
鷺
本
ボ
ー
1
ー
ネ
ス
教
団
の
花
影
形
を
踏
襲
し
た
と
考
え

）
　
し
　
　
）
o

F
、
－
‘
ソ
《

　
札
幌
の
現
会
堂
に
つ
い
て
は
、
初
期
会
堂
が
藏
の
会
堂
の
正
野

形
態
に
影
響
を
与
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
塔
を
な
く
し
、

壁
面
形
に
つ
い
て
も
切
妻
の
屋
根
面
が
髭
え
な
い
形
に
す
る
な

ど
、
初
期
会
堂
と
は
異
な
っ
た
形
と
な
っ
て
い
る
、
こ
の
事
は
、

　
建
築
法
規
な
ど
の
高
さ
雌
限
に
よ
り
、
塔
を
建
て
る
事
が
賑
難
で

あ
る
な
ど
の
諸
闇
題
の
対
処
と
し
て
、
当
時
商
店
建
築
癒
ど
に
多

｝
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く
見
ら
．
れ
た
壁
面
を
看
板
と
し
て
使
用
す
る
方
法
を
用
い
て
、
塔

の
代
わ
り
に
壁
爾
に
十
字
架
を
付
け
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
壁

面
形
は
台
形
と
な
り
、
塔
が
無
く
な
る
な
ど
で
上
昇
性
が
お
さ
え

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
旭
川
の
現
会
堂
の
正
面
形
態
に
つ
い
て
も
、
札
幌
の
現
会
堂
と

岡
じ
様
に
、
初
期
会
堂
と
は
貸
地
つ
た
形
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
木
造
か
ら
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
と
変
化
し
た
事
が
大
き
く
、

特
に
旭
川
の
現
会
堂
に
お
い
て
は
陸
麗
根
と
し
た
た
め
、
壁
面
形

は
横
長
．
長
方
形
と
な
り
、
塔
が
な
い
た
め
、
上
昇
性
よ
り
も
む
し

ろ
横
に
広
が
る
形
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

六
　
お
わ
り
に

お
け
る
正
面
形
態
づ
く
り
は
、
札
幌
の
教
会
の
薫
製
形
の
踏
襲
形

が
多
い
と
考
え
る
な
ら
ば
、
道
内
の
伝
道
行
為
が
札
幌
教
会
を
基

点
と
し
始
め
ら
れ
た
事
と
、
同
教
会
と
関
係
の
あ
る
信
徒
が
他
の

会
堂
建
築
の
際
に
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
関
与
し
た
事
が
原
因

と
言
え
よ
う
。

　
本
稿
で
は
、
北
海
道
の
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
教
会
建
築
が
類

似
形
と
変
形
型
に
分
類
さ
れ
て
い
る
事
へ
の
老
察
を
行
な
っ
た

が
、
今
後
は
他
の
教
派
に
つ
い
て
も
研
究
を
進
め
る
。
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以
上
の
事
か
ら
、
北
海
道
に
お
け
る
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
剛
に
所

属
す
る
教
会
建
築
の
正
．
面
形
態
は
、
札
幌
教
会
の
初
期
会
堂
と

他
の
会
堂
と
の
間
に
類
似
す
る
点
が
多
々
あ
っ
た
事
が
特
徴
で

あ
る
。

　
し
か
し
札
幌
教
会
の
初
期
会
堂
の
正
藺
パ
タ
ー
ン
と
異
な
っ
て

い
る
室
蘭
教
会
に
お
い
て
は
、
正
面
形
は
他
の
教
派
で
あ
る
札
幌

の
日
本
ホ
ー
リ
ネ
ス
教
会
と
類
似
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
す
版
わ
ち
、
道
内
の
日
本
ナ
ザ
レ
ン
教
団
の
十
無
棟
の
会
堂
に


